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Chapter 2l Synthesis of I -Heteroaryl and 1, 3 -Heteroarylazulenes
chapter 3･ Synthesis of 5 -Heteroaryl and 5, 7 -Heteroarylazulenes
Chapter 4. Reactivityof I, 3, 6 -Tri-tert-butylazulene
chapter 5･ Synthesis and Redox Behavior of Azulenyl Sulfides and Synthesis of 1,1 -Biazulenes
chapter 6l Synthesis, Reaction and Redox Behavior of 2 1Heteroaryl and 6 -Heteroarylazulenes
chapter 7･ Synthesis of Redox-Active Novel Azulene Chromophores Binding with Benzene and Thiophene
Cores
chapter 8. Synthesis, Reaction and Redox Behavior of Diazulenylacetylenes
chapter 9･ Synthesis, Reaction and Redox Behavior or Ferrocenylethynylazulenes











































4章では1 ,3 ,6ITri-tert-buty1azuleneの反応性について検討した｡ I ,3 , 6lTri-tert-butylazuleneは
原料合成の際に､不要な副生成物として得られるが､その利用法については検討がなされていなかった｡






















































































































ることを明らかにした｡このようにアズレンの1-, 3-, 5-, 7-位の新たな官能基化法を確立した
ァズレンのホモカップリング法として次のような変換法を確立した｡アズレンとスルホキシドの酸無水物
から調製した塩との反応によりアズレニルスルホニウム塩を合成し､さらにアミンや水酸化カリウムによ
る処理によってアズレニルスルフイドへの変換法を作り出した｡アズレニルスルフイドをmcpBAとの
反応でスルホキシドに変え､ブレンスレッド酸存在下で処理すると2量化を起こし1,1'-ビアズレンが
得られることを明らかにした｡
ァズレンの2-イオよび6位は求電子試薬に対する反応性が低いため求電子反応を用いたヘテロアリー
ルアズレン類の合成は困難である｡そこでパラジウム触媒存在下で-ロアズレンと複素環のマグネシウム
リチウムアート錯体との反応により2-および6-経てロアリールアズレンの合成を行った｡さらに合成
したへテロアリールアズレンの反応性と酸化還元的性質を明らかにした｡
薗頭反応によってベンゼン環およびチオフェン環に1-エチニルアズレンを複数個導入した｡彼らを使っ
てテトラシアノエチレンおよびテトラシアノキノジメタンとの[2+2】環化付加､続く開環反応でアズレ
ンを含む色々なパイ電子をジェンで結合したパイ電子系を創成した｡これらの酸化還元的性質やエレクト
ロクロミズムの有無を検討した結果､新たに合成した化合物の中に電気化学的還元条件下で可逆なエレク
トロクロミズムを示すものがあることを明らかにし､新たに開発したアズレンの官能基化法によりアズレ
ンが材料科学において利用でざる可能性をもった分子へ変換できることを証明した｡
これらの研究成果は､本人が自立して研究活動を行うに必要な高度の研究能力と学識を有することを示
している｡従って､庄子卓提出の論文は､博士(理学)の学位論文として合格と認める○
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